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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第58期

第２四半期連結
累計期間

第59期
第２四半期連結
累計期間

第58期

会計期間

自　平成26年
　　 3月21日
至　平成26年
　　 9月20日

自　平成27年
　　 3月21日
至　平成27年
　　 9月20日

自　平成26年
　　 3月21日
至　平成27年
　　 3月20日

売上高 (百万円) 47,870 47,363 95,738

経常利益 (百万円) 489 388 1,211

四半期(当期)純利益 (百万円) 237 62 588

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 506 26 1,203

純資産額 (百万円) 14,797 15,342 15,441

総資産額 (百万円) 42,633 41,292 41,680

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 12.35 3.25 30.56

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 32.2 37.2 34.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,778 391 2,798

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,009 149 △827

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △219 △455 △2,052

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(百万円) 4,763 4,217 4,132
 

　

回次
第58期
第２四半期
連結会計期間

第59期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年６月21日
至 平成26年９月20日

自 平成27年６月21日
至 平成27年９月20日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) 5.92 △3.51

 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、情報処理手数料の処理方法について会計方針の変更を行っており、遡及処

理後の数値で前年同四半期比較を行っております。

 
(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀による積極的な経済・金融政策により企業業績が

改善傾向にあるなど、景気は緩やかな回復基調が続いておりますが、先行きについては、中国の景気減速をはじめ

とする世界経済の下振れ懸念など不透明な状況にあります。

　小売業界におきましては、雇用・所得環境の改善により消費の一部に持ち直しの兆しが見られるものの、円安や

原材料価格の高騰を受けた食料品の相次ぐ値上げなどにより、個人消費は節約志向が根強く、力強さに欠ける動き

が続いております。

　こうしたなか当社グループは、平成28年３月期を初年度とする中期３ヵ年計画を策定し、当該計画のテーマに掲

げた“持続的成長”を目指し、①当社の強みを最大限発揮、②店舗及び本部の生産性向上、③働き甲斐のある職場

作りの３つを経営課題の軸として取り組んでおります。

　商品政策では、商品の鮮度、品質、おいしさを重視した品揃えの強化を図り、惣菜を含めた生鮮食品の販売構成

比を高めるとともに、ポイントカード「グラッチェカード」の販売データを活用し、地域特性やお客様のライフス

タイルの変化に対応した商品構成の見直しに取り組んでおります。

　店舗政策では、惣菜コーナーの充実や収納代行サービスの実施など新たな小型店フォーマットの確立を目指し、

平成27年８月に陽なたの丘店(愛知県知多郡阿久比町)を新設いたしました。

　また、当社の高質業態である“フランテ”強化の一環として、次世代を見すえたフランテモデルの確立を目指

し、フランテ１号店である八事フランテ(名古屋市天白区)の売場を一新する大型改装を行うとともに、その他既存

店舗の活性化を図るため、白土フランテ館（名古屋市緑区）など５店舗の改装、陳列替を実施いたしました。

　店舗運営面では、従業員の採用環境が厳しさを増すなか、店舗の生産性向上に向けた取り組みを重点的に行うと

ともに、パートナーを含めた小集団活動など職場の活性化に取り組んでおります。

　なお、子会社政策において、当社は平成27年９月10日付で日配品・米飯類の製造を行うサンデイリー株式会社の

株式を追加取得し、同社を完全子会社化いたしました。

このような結果、当第２四半期連結累計期間における経営成績は、当社の既存店売上高は前年同期比101.8％と

伸長いたしましたが、主力店舗である八事フランテと四軒家店の改装による長期休業の影響等により、全店売上高

は前年同期比99.0％にとどまったことから、売上高に営業収入を加えた営業収益は499億31百万円（前年同期比

1.0％減）、営業利益は３億54百万円（前年同期比21.6％減）、経常利益は３億88百万円（前年同期比20.7％減）

となりました。四半期純利益は、店舗改装に伴う固定資産除却損の発生及び連結子会社のサンデイリー株式会社が

保有する不動産の減損処理等を行ったことから、62百万円（前年同期比73.7％減）となりました。

なお、当社グループは「小売事業及び小売周辺事業」の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略

しております。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ３億88百万円減少し、412億92百万円となり

ました。これは主に有形固定資産において、新店投資による増加があったものの、連結子会社であるサンデイリー

株式会社が保有する不動産の減損処理等により１億82百万円減少したことによるものです。

　負債は前連結会計年度末に比べ、２億88百万円減少し、259億50百万円となりました。これは主に未払法人税等

が３億26百万円減少したことによるものです。

　純資産は前連結会計年度末に比べ99百万円減少し、153億42百万円となりました。これは主に連結子会社である

サンデイリー株式会社を完全子会社化したことにより、資本剰余金が７億71百万円増加し、少数株主持分が11億５

百万円減少したことによるものです。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末と比

べ、85百万円増加し、42億17百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、３億91百万円（前年同期は、17億78百万円の収入）となりました。これは主

に、減価償却費が６億16百万円、仕入債務の増加が４億65百万円であったことによるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、１億49百万円（前年同期は、10億９百万円の支出）となりました。これは主

に、差入保証金の回収による収入が６億21百万円であったことによるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、４億55百万円（前年同期は、２億19百万円の支出）となりました。これは主

に、長期借入れによる収入が11億60百万円であった一方、長期借入金の返済による支出が16億12百万円であったこ

とによるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年９月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年10月30日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 20,425,218 20,425,218
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株で
あります。

計 20,425,218 20,425,218 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年６月21日～
平成27年９月20日

─ 20,425 ─ 4,220,618 ─ 5,766,230
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(6) 【大株主の状況】

平成27年９月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社なかの 愛知県名古屋市緑区篠の風３－３８ 2,127 10.41

ヤマナカ共栄会 愛知県名古屋市東区葵３－１５－３１ 1,726 8.45

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 962 4.71

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１－５－５ 888 4.35

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口4）

東京都中央区晴海１－８－１１ 815 3.99

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１－１３－１ 691 3.38

セコム損害保険株式会社 東京都千代田区平河町２－６－２ 599 2.93

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１－４－１ 514 2.52

ダイナパック株式会社 愛知県名古屋市中区錦３－１４－１５ 469 2.29

株式会社名古屋銀行 愛知県名古屋市中区錦３－１９－１７ 459 2.24

計 ― 9,254 45.31
 

(注) １　当第２四半期会計期間末現在における日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社及び三井住友信託銀行株

式会社の信託業務の株式数については、当社として把握することができないため、記載しておりません。

２　当社保有の自己株式1,161（千株）は含まれておりません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年９月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ─ ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式    
1,161,700　

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式   19,252,200 192,522 ―

単元未満株式 普通株式　     11,318 ― ─

発行済株式総数 20,425,218 ― ―

総株主の議決権 ― 192,522 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式52株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

  平成27年９月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ヤマナカ

名古屋市東区
葵三丁目15番31号

1,161,700 ─ 1,161,700 5.68

計 ― 1,161,700 ─ 1,161,700 5.68
 

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、第２四半期連結会計期間（平成27年６月21日から平成27年９月20日まで）及び第２四半期連結累計期間（平

成27年３月21日から平成27年９月20日まで）は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改

正する内閣府例」（平成26年３月28日内閣府令第22号）附則第７条第２項により、第20条及び第22条第３号について

は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。比較情報については、改正前の四半期連結財務

諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年６月21日から平成

27年９月20日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年３月21日から平成27年９月20日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,323,480 4,301,528

  売掛金 1,002,030 997,561

  商品及び製品 2,547,534 2,529,924

  仕掛品 387 480

  原材料及び貯蔵品 25,160 38,537

  繰延税金資産 314,452 303,107

  その他 2,108,233 1,915,798

  貸倒引当金 △2,862 △1,987

  流動資産合計 10,318,417 10,084,950

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 8,784,092 8,668,695

   土地 9,972,784 9,700,115

   その他（純額） 1,157,053 1,362,368

   有形固定資産合計 19,913,929 19,731,179

  無形固定資産   

   借地権 554,213 522,816

   その他 285,202 292,439

   無形固定資産合計 839,416 815,255

  投資その他の資産   

   投資有価証券 4,104,364 4,354,962

   差入保証金 5,857,343 5,674,819

   繰延税金資産 7,802 8,035

   その他 659,405 626,276

   貸倒引当金 △63,809 △62,195

   投資その他の資産合計 10,565,106 10,601,898

  固定資産合計 31,318,452 31,148,333

 繰延資産 43,973 59,417

 資産合計 41,680,843 41,292,701
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月20日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 5,342,809 5,807,896

  短期借入金 1,315,000 1,335,000

  1年内返済予定の長期借入金 ※2,※3  2,968,600 ※2  2,252,456

  1年内償還予定の社債 398,000 98,000

  未払費用 1,166,992 1,223,232

  未払法人税等 443,362 117,005

  賞与引当金 315,147 386,379

  ポイント引当金 125,788 134,203

  その他 2,262,002 1,912,614

  流動負債合計 14,337,703 13,266,787

 固定負債   

  社債 2,402,000 2,953,000

  長期借入金 ※2,※3  5,102,000 ※2  5,365,430

  リース債務 456,336 419,214

  繰延税金負債 736,950 834,115

  退職給付に係る負債 756,558 683,012

  長期預り保証金 1,027,094 996,325

  資産除去債務 1,311,818 1,324,108

  その他 108,854 108,592

  固定負債合計 11,901,613 12,683,798

 負債合計 26,239,316 25,950,585

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,220,618 4,220,618

  資本剰余金 5,766,230 6,538,139

  利益剰余金 4,643,609 4,629,253

  自己株式 △1,889,613 △1,889,685

  株主資本合計 12,740,844 13,498,325

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,590,095 1,837,141

  退職給付に係る調整累計額 5,404 6,649

  その他の包括利益累計額合計 1,595,500 1,843,791

 少数株主持分 1,105,180 -

 純資産合計 15,441,526 15,342,116

負債純資産合計 41,680,843 41,292,701
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年３月21日
　至 平成26年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年９月20日)

売上高 47,870,472 47,363,817

売上原価 35,580,198 35,220,558

売上総利益 12,290,274 12,143,258

営業収入 2,576,649 2,567,289

営業総利益 14,866,923 14,710,548

販売費及び一般管理費 ※  14,413,872 ※  14,355,568

営業利益 453,050 354,979

営業外収益   

 受取利息 12,079 11,535

 受取配当金 27,443 29,018

 持分法による投資利益 7,909 6,838

 情報提供料収入 21,972 25,209

 その他 75,655 43,258

 営業外収益合計 145,060 115,860

営業外費用   

 支払利息 81,347 65,357

 その他 27,115 17,117

 営業外費用合計 108,463 82,474

経常利益 489,647 388,366

特別利益   

 固定資産売却益 - 5,000

 特別利益合計 - 5,000

特別損失   

 固定資産除却損 5,266 88,663

 減損損失 - 345,272

 特別損失合計 5,266 433,935

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

484,380 △40,569

法人税、住民税及び事業税 164,612 69,279

法人税等調整額 79,754 111,872

法人税等合計 244,366 181,151

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

240,014 △221,721

少数株主利益又は少数株主損失（△） 2,044 △284,419

四半期純利益 237,969 62,697
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年３月21日
　至 平成26年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年９月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

240,014 △221,721

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 266,776 247,045

 退職給付に係る調整額 - 1,244

 その他の包括利益合計 266,776 248,290

四半期包括利益 506,790 26,569

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 504,745 310,988

 少数株主に係る四半期包括利益 2,044 △284,419
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年３月21日
　至 平成26年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

484,380 △40,569

 減価償却費 631,197 616,254

 減損損失 - 345,272

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △554 △2,489

 賞与引当金の増減額（△は減少） △1,541 71,231

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △61,609 -

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △72,301

 受取利息及び受取配当金 △39,523 △40,553

 支払利息 81,347 65,357

 持分法による投資損益（△は益） △7,909 △6,838

 固定資産売却損益（△は益） - △5,000

 固定資産除却損 5,266 88,663

 売上債権の増減額（△は増加） △53,493 4,469

 たな卸資産の増減額（△は増加） 72,748 4,140

 仕入債務の増減額（△は減少） 498,688 465,086

 未払費用の増減額（△は減少） 91,894 54,522

 その他 442,604 △728,300

 小計 2,143,496 818,944

 利息及び配当金の受取額 27,815 29,733

 利息の支払額 △74,647 △59,576

 法人税等の支払額 △317,935 △397,742

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,778,728 391,359

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △18,057 △13,207

 担保預金の預入による支出 △63,480 -

 定期預金の払戻による収入 13,600 120,601

 有形固定資産の取得による支出 △1,095,253 △435,637

 有形固定資産の売却による収入 - 5,000

 無形固定資産の取得による支出 △140,574 △77,832

 差入保証金の差入による支出 △37,552 △2,635

 差入保証金の回収による収入 309,065 621,015

 預り保証金の受入による収入 47,586 5,650

 預り保証金の返還による支出 △18,019 △72,645

 その他 △6,883 △1,014

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,009,570 149,295
 

 

EDINET提出書類

株式会社ヤマナカ(E03072)

四半期報告書

13/21



 

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年３月21日
　至 平成26年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年９月20日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） - 20,000

 長期借入れによる収入 - 1,160,000

 長期借入金の返済による支出 △1,121,625 △1,612,714

 社債の発行による収入 1,261,517 575,941

 社債の償還による支出 △162,500 △349,000

 リース債務の返済による支出 △138,876 △123,270

 自己株式の取得による支出 △76 △71

 配当金の支払額 △57,668 △77,245

 
連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

- △48,853

 財務活動によるキャッシュ・フロー △219,228 △455,213

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 549,929 85,442

現金及び現金同等物の期首残高 4,213,485 4,132,392

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  4,763,415 ※  4,217,834
 

 

 

 

 

 

 

 

EDINET提出書類

株式会社ヤマナカ(E03072)

四半期報告書

14/21



【注記事項】

(会計方針の変更)

(退職給付に関する会計基準等の適用)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法をポイント基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に

近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平

均割引率を使用する方法に変更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っております。

　なお、この変更による四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 
(企業結合に関する会計基準等の適用)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等が平成26年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることになったことに伴

い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等（ただし、連結会計基準第39項に掲げられた定めを除く。）

を早期適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上する

とともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半

期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見

直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益は925千円減少し、税金等調整前四半期純損失は

771,908千円増加し、四半期純利益は771,612千円減少しております。また、当第２四半期連結会計期間末の資本剰

余金が771,908千円増加しております。

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会

社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記

載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は

売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載す

る方法に変更しております。

また、１株当たり情報に与える影響は当該箇所に記載しております。

 
(情報処理手数料の処理方法の変更)

仕入先に対する情報処理手数料を、従来、営業外収益「オンライン手数料」として処理しておりましたが、第１

四半期連結会計期間から売上原価から控除する方法に変更しております。この変更は、基幹システムの入替えによ

り、商品別にオンライン手数料の把握が可能になったことを契機に、当該取引の性格などを再検討した結果、当該

取引が以前に比べ変化していることが明らかになったため、経営成績をより適切に表現するために行ったものであ

ります。

　当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期については遡及適用後の四半期連結財務諸表となっております

が、累積的影響額は軽微であるため反映しておりません。

　この変更により、遡及適用を行う前と比較して、前第２四半期連結累計期間の売上総利益、営業総利益及び営業

利益は174,074千円増加し、営業外収益「オンライン手数料」は同額減少しておりますが、経常利益及び税金等調整

前四半期純損失に与える影響はありません。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　１　偶発債務

連結会社以外の関連会社の金融機関からの借入に対し債務保証を行っております。

 
前連結会計年度
(平成27年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月20日)

新安城商業開発㈱ 406,000千円 394,000千円
 

　

※ ２　財務制限条項

前連結会計年度(平成27年３月20日)

当社の借入金のうち、シンジケートローン契約（契約日平成22年９月27日、借入金残高200,000千円及び契約

日平成25年３月26日、借入金残高975,000千円）には、財務制限条項がついており、下記の条項に抵触した場

合、契約上すべての債務について期限の利益を喪失する可能性があります。

（1）各年度の決算期末における単体及び連結の貸借対照表の純資産の部の金額を、以下の通り維持すること。

①平成22年９月27日契約の借入金については直前の決算期または平成22年３月に終了した決算期の末日時点に

おける金額のいずれか大きい方の75％の金額以上。

②平成25年３月26日契約の借入金については直前の決算期または平成24年３月に終了した決算期の末日時点に

おける金額のいずれか大きい方の75％の金額以上。

（2）各年度の決算期にかかる単体及び連結の損益計算書上の経常損益につき、それぞれ２期連続して経常損失を

計上しないこと。

　

当第２四半期連結会計期間(平成27年９月20日)

当社の借入金のうち、シンジケートローン契約（契約日平成22年９月27日、借入金残高100,000千円及び契約

日平成25年３月26日、借入金残高825,000千円）には、財務制限条項がついており、下記の条項に抵触した場

合、契約上すべての債務について期限の利益を喪失する可能性があります。

（1）各年度の決算期末における単体及び連結の貸借対照表の純資産の部の金額を、以下の通り維持すること。

①平成22年９月27日契約の借入金については直前の決算期または平成22年３月に終了した決算期の末日時点に

おける金額のいずれか大きい方の75％の金額以上。

②平成25年３月26日契約の借入金については直前の決算期または平成24年３月に終了した決算期の末日時点に

おける金額のいずれか大きい方の75％の金額以上。

（2）各年度の決算期にかかる単体及び連結の損益計算書上の経常損益につき、それぞれ２期連続して経常損失を

計上しないこと。

　

※ ３　連結子会社における財務制限条項

前連結会計年度(平成27年３月20日)

連結子会社であるサンデイリー㈱は、金融機関からの一部の借入金（契約日平成24年７月31日、借入金残高

552,000千円）については、財務制限条項がついており、下記の条項に抵触した場合、契約上すべての債務につ

いて期限の利益を喪失する可能性があります。

（1）各年度の決算期末における貸借対照表における純資産の部の合計金額をマイナスしないこと。

（2）各年度の決算期にかかる単体の損益計算書上の営業損益に関して２期連続して営業損失を計上しないこと。

　

(四半期連結損益計算書関係)

※　販管費及び一般管理費の主なもの

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年３月21日
 至　平成26年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年３月21日
 至　平成27年９月20日)

広告宣伝費 781,954千円 786,246千円

配送費 1,441,214千円 1,438,257千円

給料・賞与 5,528,677千円 5,478,369千円

賞与引当金繰入額 226,229千円 382,054千円

福利厚生費 601,784千円 637,801千円

退職給付費用 161,007千円 135,824千円

水道光熱費 1,195,549千円 1,108,834千円

地代家賃 2,029,868千円 1,958,789千円

減価償却費 605,708千円 592,387千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年３月21日
 至　平成26年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年３月21日
 至　平成27年９月20日)

現金及び預金 4,955,703千円 4,301,528千円

預入期間が３か月を超える定期預金

担保に供している定期預金

△128,807千円

△63,480千円

△20,214千円

△63,480千円

現金及び現金同等物 4,763,415千円 4,217,834千円
 

 
(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自　平成26年３月21日　至　平成26年９月20日)

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月17日
定時株主総会

普通株式 57,791 3.00 平成26年３月20日 平成26年６月18日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月27日
取締役会

普通株式 57,790 3.00 平成26年９月20日 平成26年12月２日 利益剰余金
 

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自　平成27年３月21日　至　平成27年９月20日)

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月16日
定時株主総会

普通株式 77,054 4.00 平成27年３月20日 平成27年６月17日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月26日
取締役会

普通株式 77,053 4.00 平成27年９月20日 平成27年12月２日 利益剰余金
 

 
　３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成27年９月10日付で、連結子会社であるサンデイリー株式会社の株式を追加取得し、完全子会社化い

たしました。この結果、当第２四半期連結累計期間において、資本剰余金が771,908千円増加し、当第２四半期連結

会計期間末において資本剰余金が6,538,139千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年３月21日 至 平成26年９月20日)及び当第２四半期連結累計期間

(自 平成27年３月21日 至 平成27年９月20日)

当社グループは、「小売事業及び小売周辺事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
(企業結合等関係)

共通支配下の取引等

子会社株式の追加取得

１．取引の概要

(1)　結合当事企業の名称及びその事業の内容

 結合当事企業の名称：サンデイリー株式会社(当社の連結子会社)

 事業の内容　　　　：日配品・米飯類の製造及び店舗等の賃貸

(2)　企業結合日

 平成27年９月10日(みなし取得日は平成27年９月20日としております。)

(3)　企業結合の法的形式

 少数株主からの株式追加取得による完全子会社化

(4)　結合後企業の名称

 変更ありません。

(5)　その他取引の概要に関する事項

当社グループの連携を更に強化し、グループ全体の企業価値向上を図ることを目的に、少数株主が保有する

株式を追加取得いたしました。

 
２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日)及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日)に基づき、共通支配下の取

引等のうち、少数株主との取引として処理しております。

　

３．子会社株式の追加取得に関する事項

　　取得原価及び対価の種類ごとの内訳

現金及び預金  48,853千円
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年３月21日
至 平成26年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
至 平成27年９月20日)

　 １株当たり四半期純利益金額 12.35円 3.25円

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額（千円） 237,969 62,697

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 237,969 62,697

   普通株式の期中平均株式数(千株) 19,263 19,263
 

(注) １　前第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　「（会計方針の変更）」に記載のとおり、企業結合会計基準等を適用し、企業結合会計基準第58－２項

（３）、連結会計基準第44－５項（３）及び事業分離等会計基準第57－４項（３）に定める経過的な取扱い

に従っております。この結果、当第２四半期連結累計期間の１株当たり四半期純利益金額が40.06円減少し

ております。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第59期（平成27年３月21日から平成28年３月20日まで）中間配当について、平成27年10月26日開催の取締役会にお

いて、平成27年９月20日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額 77,053千円

② １株当たりの金額 ４円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成27年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２７年１０月２８日

株式会社ヤマナカ

　取締役会 御中
 

 

有限責任監査法人　ト ー マ ツ  
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　大　中　康　宏　　　　　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　河　嶋　聡　史　　　　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヤ

マナカの平成２７年３月２１日から平成２８年３月２０日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２７年

６月２１日から平成２７年９月２０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２７年３月２１日から平成２７年９月

２０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括

利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤマナカ及び連結子会社の平成２７年９月２０日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

強調事項

「会計方針の変更」に記載されているとおり、会社は、仕入先に対する情報処理手数料を、従来、営業外収益「オン

ライン手数料」として処理していたが、第１四半期連結会計期間から売上原価から控除する方法に変更している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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